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１．はじめに

　平成８年７月に学術審議会から「大学図書館における電子図書館的機能の充実・強化」

について（建議）」がだされたが、そのなかで、情報リテラシ－教育への支援として、大

学図書館の協力のもとに、全学的に取り組む教育体制の整備が提言されている。岩手大学

図書館では、図書館委員会の下に「電子図書館化検討ワ－キンググル－プ」を設置し、平

成 10 年４月から図書館の電子化に関する検討を重ねてきた。その中で、長期的な展望と

して電子図書館的業務で現在なされている各業務はもちろん、将来計画として情報の配信、

学内情報の発信、研究開発と教育支援があげられている。その教育支援としてマルチメデ

ィア教材作成支援と情報リテラシー教育支援が取り上げられている。図書館員がどのよう

に情報リテラシ－教育にどのように関わり支援し進めていくべきか検討し、図書館リテラ

シー教育、図書館員リテラシー教育をも考える。

２.情報リテラシー教育はなぜ必要か

　 リテラシー（literacy）とは、読み書きの基礎能力のことであり、情報リテラシーとは

情報を使いこなすための能力、情報活用の能力ということになる。具体的には読み書き（ワ

ープロ）、ソロバン（表計算）、電子メール」を使いこなす能力のことをいう。*)情報の歴

史は、ことばが文字を生み、ことばを書くことによって知識（情報）が伝達され、保存さ

れ、再読修正できるようになった。書物の始まりである（記録された知識）。書物の活字



知識（情報）が電子化によりひろがりと内容が増え、いまの高度情報化社会を促した。

日本における情報リテラシーの定義 *)

　　　①情報の判断、選択、整理、処理能力及び新たな情報の創造、伝達能力

　　　　　②情報化社会の特質、情報化の社会や人間に対する影響の理解

　　　　　③情報の重要性の認識、情報に対する責任感

　　　　　④情報科学の基礎及び情報手段（特にコンピュータ）の特徴の理解、基本的な

　　　　　　操作能力の習得

 　をみると解るようにコンピュータだけではなく情報（知識）すべてに対する定義であ

る。情報（知識）をどのように利用し活用するかが問題なのである。

　　調査によるとインターネットを利用している研究室は 96.9%もあり、60％は３年以

上の利用歴と結果が出ている。* )この点においても情報リテラシー支援の必要性が認め

られる。

高度情報化のなかで大学図書館では各種の情報サービスが求められ、１．でも述べたよう

に学術審議会（建議）に於いては大学図書館の情報リテラシー教育支援が必要と提言され

た。

　

　　　　（注）レポートでは図書館利用者への学術情報リテラシー教育は図書館リテラシ

　　　　　　　ー教育とし情報リテラシー教育とわけて定義する。

３.岩手大学附属図書館利用者支援サービス（現状）

　　利用者支援のための講習は特に行っていないが、図書館資料の検索、電子的情報資料

　の検索、データベース検索など利用者からの希望によりその都度有効的な指導を参考

　調査係に於いてなされている。ﾚﾌｧﾚﾝｽｻｰﾋﾞｽのうち利用指導と情報検索の占める割合

は平成９年度で約５％である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）
　　区分 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度

文献所在調査  8,949   9,087   9,254  11,136  12,621

事項調査    815     831     828     875     833

利用指導    225     459     513     563     588

　　計  9,989  10,377  10,595  12,556  14,042

上記の内情報検索     30      35      22      20      22

　岩手大学附属図書館のインフォメーションの現状については下記のとおりである。

・ 新入生オリエンテーションに於いて図書館の簡単なガイダンスを行っている。

・ ライブラリーツアー

　　平成８年度より館内の案内や利用の仕方、OPACの使い方、インターネット

　　体験など限られた時間（15-16時）での実施である。参加人数は入学生に対し

　　て約 5～10%の割合である。



　　年度 　　月日     回数  参加人数 入学生数 利用者数

平成８年度 ６月５―７日 ９回(1日３回) 約６０名 1,311名 3,429名
平成９年度 ５月 14-16日 ９回(1日３回) 約６０名 1,314名 2,957名
平成 10年度 ４月 15-17日 ９回(1日３回) 約１２０名 1,273名 2,692名
平成 11年度 ４月 14-16日 ９回(1日３回) 　１１６名 1,274名 2,817名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ 冊子　図書館利用案内（web上でも公開）、図書館概要、図書館時報(web上でも

        公開)の配布

４.情報リテラシー教育

　４―１　参画図書館

　　従来、情報リテラシー教育に対して図書館はほとんど関与してこなかったが、電子的

資料が今後ますます増えて行くことを考えれば、これに対する大学図書館の積極的な協力

がのぞまれている。すでに、いくつかの大学では情報リテラシー教育が図書館も協力した

形で実行されている。その参画図書館平成１０、１１年度の実例をあげてみました。

　　

　　＜別表＞　　京都大学附属図書館、新潟大学附属図書館、山口大学附属図書館、金沢

　　　　　　　　大学附属図書館

　　　

　　　

・ 各大学とも情報検索について２コマから６コマの計画である。

・ 科目名について新潟大学以外は何らかのかたちで「図書館」がうたってある。

・ 新潟大学の対象が文系学部と限定している。

・ 京都、岡山大学は論文・ﾚﾎﾟｰﾄ作成の目的がある。

・ 金沢大学は「見学案内」をいれ、図書館に興味を持たせ図書に触れ楽しむ機会を

取り上げている。

・ 岡山大学は「新聞を読む」をいれ、新聞の読み方と記事の利用の仕方を取り上げ

ている。

・ 京都大学は対象が１―４回生であるが、授業計画にはｺﾝﾋﾟｭｰﾀの基礎的知識操作

　が取り上げられていない。ｺﾒﾝﾄとしてﾊﾟｿｺﾝの熟知があげられているが、そこに

　は必然的にｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰの教育の必要性があげられる。

・ 新潟大学は対象が２年生以上にも関わらずﾊﾟｿｺﾝの基本機能と操作がとりあげら

　れてありｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ教育がなされている。

・ 図書館員は受講生６～１０名に対し１名である。

　　



　

４－２　私案

　平成１２年度より本学でも全学教育体制見直しにより情報リテラシー教育が教養科

目の一つとして実施される。電子化された資料（情報）を備えた図書館がこれに参加し、

支援することを前提に、部分的ではあるが他大学を参考に私案をたてた。

　方針・現在決定しているのは、「情報基礎」２単位、全学部１年前期または後期。

・ 本学は情報学を専攻する教授陣がいるので講義は教官であること。図書館員は補

助者である。教官と図書館員の充分な話し合いがなされること。

・ カリキュラムは学術情報支援サービス分科会編、「ﾈｯﾄﾜｰｸ時代の学術情報支援」

開成出版、1995）をも参考にした。

・ 大学以前の教育でのｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教育と情報教育は確立されていない前提があること。

　

カリキュラム 図書館員補助

科目 情報基礎

単位 ２単位

対象 全学部１年生（必須が望ましい）
目的 情報学の基礎を理解し、情報資源

の活用の仕方を学ぶ。ﾊﾟｿｺﾝの機能
と操作､ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸの入門､ﾚﾎﾟｰ
ﾄ論文作成のための情報検索、活用
技術を習得する。

情報ﾘﾃﾗｼｰ教育を支援すると共に、図
書館員の資質の向上をはかる。
講師補助者としてのﾉｳﾊｳを知る

1 情報とは何であるか

2 パソコンの機能と操作 *演習
　ﾊﾟｿｺﾝの初歩的な操作

3-4 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸ入門
　岩手大学ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸ､ﾈｯﾄﾜｰｸ
で守るべき事柄,ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰへの登録
方法､電子ﾒｰﾙの使い方､ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの
見方､図書館情報ｼｽﾃﾑ,ｾｷｭﾘﾃｨにつ
いて

*図書館情報ｼｽﾃﾑの説明
　図書館ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの見方､岩手大学蔵
書ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰﾀ検索

5-6  情報の検索（目録情報）図書
　　

*演習
　岩手大学 opac,日本書籍総目録(ｲﾝﾀ
ｰﾈｯﾄ上)､NACSIS-webcat,国内図書館
www上 opacの検索

7-8  情報の検索(目録情報)　雑誌 *演習
　岩手大学 opac,､NACSIS-webcat,
国内図書館 www上 opacの検索
(ﾏﾆｭｱﾙの作成)(調査研究手順)

授業内容

9-10 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの情報と利用
*演習
　NACSIS-ELS 電子図書館ｻｰﾋﾞｽの
利用､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ情報検索(各種のﾎｰﾑﾍﾟｰ
ｼﾞ),様々なﾂｰﾙの紹介(参考資料),各ｻｰﾁ
ｴﾝｼﾞﾝ検索



11-12 ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの情報と活用 *演習
　岩手大学 CD-ROM ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾍ ﾞ ｰ ｽ
(MEDLINE,12CionCDwithAbstract
s,CaonCD, 雑 誌 記 事 索 引 ) の 活
用,NACSIS-IR情報検索ｻｰﾋﾞｽの利用

13 まとめ *ｱﾝｹｰﾄの回収、分析、検討

ﾃｷｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸ入門（監修三浦守
1997.8）他教官指定資料

　授業内容の目的　１　情報の概念を知る

2-4 情報処理ｼｽﾃﾑ知識を理解する

5-8　必要な情報をいかに効率よく入手するかを知る

　　　　　　　　　9-12　利用技術の取得、活用、能力を理解する

　まだ、未決定な部分が多い中で私案をたてるのはかなりの無理がありましたが、立案を

とおして情報リテラシー教育は図書館リテラシー教育と重複する部分が多く有効的でない

ことが解りました。高度情報の検索になると専門分野毎の演習、検索した情報で図書館を

通しての入手方法の指導も必要となってくる。

　　　　

4-1と 4-2のまとめ

・ 情報リテラシー教育と図書館リテラシー教育の有効的な実施が必要である。

・ 目的、内容をどの程度まで習得、理解させるのか。（分野毎）（受講生ﾚﾍﾞﾙ、初･

中･上級）を考慮にいれた演習の必要。

・ 図書館員何名で対処するのか→資質(能力)の問題→事前研修の必要が出てくる。

５　図書館リテラシー教育

５―１　利用者支援

多大な学術情報資源を有する大学図書館に対して､公開を求める社会的要請が高まる現

在、地域に根ざした大学図書館ということで学外者の利用率が上昇している。そこで､利

用者への支援として図書館リテラシー教育の他に利用者へのオリエンテーション、インフ

ォメーションサービスとコンピュータリテラシー教育（コンピュータを使いこなす能力）

も必要とされる。図書館リテラシー教育の目的は、図書館をとおして情報資源の効率的な

利用方法を知り入手できる図書館に対して自立した利用者を育てることにある。その過程

において図書館員もよりよいサービスを学習できる。図書館員は利用者への一方的な知識

の伝達ではなく相互作用（教育→学習→教育）の累積により資質の向上にもつながる。ｲﾝ

ﾌｫﾒｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽの方法としては紙媒体での配布、電子的媒体のｻｰﾋﾞｽ、人的媒体の図書館ﾂｱｰ、

各講習会.講座の実施があげられ、電子的媒体ではﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの充実、各目録検索ﾏﾆｭｱﾙのﾍﾙ

ﾌﾟ機能の充実が必要とされる。Web 上から学術情報ｺﾝﾃﾝﾂに対して一元的にｱｸｾｽできる大

学もある。*)人的媒体の講習会については利用者の対象レベルごとの実施が望まれる。実

例項目は下記にあげる。



　琉球大学では「Library Workshop Program」として「図書館ﾂｱｰ」「図書館の利用法」「ﾚ

ﾎﾟｰﾄ･論文作成のための電子的ﾒﾃﾞｨｱ活用講座」「図書館における電子ﾒﾃﾞｨｱ利用のためのﾊﾟ

ｿｺﾝ基礎講座」の講習会を行い、情報リテラシー教育を体系化している。*)

　教育研修事業の基本的業務として企画.立案.広報、受講者の決定,研修の決定.通知、研

修の実施、受講者へのフォロー、評価まで（目録所在情報サービス関連研修項目）をあげ

るとかなりの業務量であり、研修の概念に講習も含まれるとするなら、専従担当部署のな

いところでは平行業務となり負担が大きくなるという問題も当然出てくる。

　　講習会例*)　初級　　　＊　ﾊﾟｿｺﾝ講習会

　　＊　ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ（利用案内）

　　＊　蔵書検索講習会（OPAC 講習会）

中級､上級　＊　ｲﾝﾀｰﾈｯﾄによる情報資源検索講習会（webcat）

  　　　　＊　上級文献検索講習会（人文社会科学分野、自然科学分野）

＊ ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの利用講習会（medline, current contents, 雑

　　誌記事索引、Nacsis-IR)

　　　　　　

５－２　図書館員支援

　図書館員でも一人一台のパソコンの所有率になっている昨今、事務の能率のためにもコ

ンピューターの積極的な活用が求められている。図書館員の情報リテラシー習得のレベル

もさまざまであると考え、利用者支援以前のパソコンの一定の基礎的な知識と技術を習得

するために、下記程度のことは必要と考えられる。　（東京大学情報基盤ｾﾝﾀｰ図書館員研

修内容）

　　＊　windows95の基礎的な知識と操作の習得

＊ 電子メールの基礎的な使い方

＊ HTML文書の基礎的な作り方

＊ ホームページの作り方

＊ ネットワークの基本知識

６,課題

６―１　図書館組織の再編

　小・中模図書館での情報リテラシー教育が機能を充分に効率的になされるには、情報リ

テラシー教育機能を持った施設（情報処理センター）と図書館リテラシー機能を持った施

設（図書館）の統合（仮称総合情報センター）があげられる。「科学技術創造立国を目指

す我が国の学術研究の総合的推進についてー「知的存在感のある国を目指してー」

1999.5(学術審議会中間まとめ)では、図書館、大型計算機センター、総合情報処理センタ

ー等は設置目的がことなるが、教育研究支援という目的は同じである。学内の人材や機器

等の有効な活用の観点から、有機的な連携の強化や組織の再編成・一体化などの工夫が必

要。（概略）としている。組織の統合には全学的支援が不可欠である。

　統合ではないが、大学の情報基盤整備に対する要求に対応して平成 11 年東京大学情報

基盤センターが発足した。大型計算機センターと教育用計算機センター、図書館の一部を

改組して、研究と情報業務の両機能を持ち、確立した情報サービスを提供するものである。



全国共同利用施設なので、将来、ネットワークによる全国的な情報リテラシー教育も期待

できるのではないだろうか。

　立命館大学では、1998 年 4 月に図書館と総合情報センターが統合再編され、双方が有

する機能の統合を図ることにより教育・研究機関としての学園の諸活動をより高度なレベ

ルで支援してゆくことが可能となるとしている。

　　　　　　

６―２　図書館員の資質と向上

　琉球大学「Library Workshop Program」実施の影響として図書館職員の変化が第一に

あげられ、情報リテラシー教育を実施するということは、図書館職員自身の涵養のための

一手段でもあり、ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞに受け止めなければならないとしている。*)５―１で述べたよ

うに利用者支援の過程においても同様のことがいえる。

　資質に能力も含まれるとするなら、米国専門図書館協議会での図書館専門職の持つべき

能力の中に「業務内容に応じた専門分野の知識」「情報ニーズに応える付加価値のある情

報ｻｰﾋﾞｽやﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄの提供」*)があるが、情報ﾘﾃﾗｼｰ教育にも必要な能力であると思う。そ

の能力を向上するために、当然各種研修に参加し専門知識を習得することも必要である。

　　　　　　　

７．まとめ

京都大学の演習の反省点に、１年生では、コンピュータの初歩的操作ができないことが

掲げられているが、文部省では大学以前の高等学校においては普通教科として「情報」を

新設し、生徒が興味.関心などに応じて選択的に履修（必修）できるよう、情報リテラシ

ーに重点をおく情報Ａ、科学的仕組みの理解に重点をおく情報Ｂ、情報化の社会的影響等

の考察に重点をおく情報Ｃの３つに分類している。これにより指導要領が改定され１９９

９年３月に告示され２００３年度から学年進行で実施されることになっている。それまで

は、大学としてコンピュータリテラシーも必要となり、それを習得した上での情報リテラ

シー教育が必要とされる。教官と図書館員が協力しあって授業を受け持ち、そのなかでの

図書館の果たす役割は、情報基盤教育をともに運営しながら、最終目的として、高度情報

化に対応した国際レベルでの情報の活用、その技法、入手までのサポートにあると思う。

エンドユーザーへのサポートが有効的になされるには組織の統合とそれを支援する図書館

員の資質の向上を課題としてあげたが、それと共に基盤の充実（物理的環境）と電子図書

館の繁栄の両者が必須であることも付け加えておかなければ成らない。

　　　　　　　　　　　　

　最後に、事前研修が思うように進まず本研修の本意にそぐわないレポートで満足のいく

ものではないが、これを「はじめ」としてリテラシー教育に取り組むと同時に、自己資質

の向上に努めたい。資料を提供くださった目録情報課の皆様はじめ、三週間におよび研修

生活をサポートくださった熊淵智行氏と研修課の皆様に深く感謝いたします。ありがとう

ございました。
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＜別表＞　　　　　　　情報リテラシー教育参画図書館
項目 　京都大学附属図書館（平成10年度） 　新潟大学附属図書館（平成10年度） 　岡山大学附属図書館（平成11年度） 　金沢大学附属図書館（平成11年度）

科目名 情報検索入門
　―図書館とｲﾝﾀｰﾈｯﾄ情報の活用―

情報検索とその応用 学術情報の検索と活用
　－図書館を利用するー

大学図書館への招待
　みずから学ぶ、図書資料を楽しむ

単位 ２単位 ２単位 ２単位　前期 ２単位　前期

対象 全学向１―４回生 文系学部２年生以上 全学部 全学部

目的ﾃｰﾏ 論文.ﾚﾎﾟｰﾄを書くための文献.情報収集,卒業論文
作成のための文献調査等に必要な情報活用技術
を演習によって習得させながら情報図書館学情
報探索学の概要を学ばせる

情報科学の基礎を概観し様々な情報資源を活用す
ることを学ぶ。具体的にはﾊﾟｿｺﾝの操作から始め
て図書資料を中心とした文献の検索やｲﾝﾀｰﾈｯﾄに
ついて学習しながら情報源の調査,情報の収集,情
報の蓄積と利用におけるﾉｳﾊｳの習得を図る。

高度情報化社会の学習においては、様々な情報資
源を活用しながらﾚﾎﾟｰﾄ等をまとめることは必須
になっている。そこで、この授業においては情報
の読み方や学術情報等の検索を通じて情報源の調
査、情報収集の手法とﾚﾎﾟｰﾄのまとめかたについ
て学ぶ図書館情報係の演習により、多様化した情
報ｿｰｽへのｱｸｾｽ法の習得を図る。

① 総合科目として大学図書館を取り上げな
がらそのｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝを試みる

② 講義演習を通じて図書館に興味を持たせ
図書に触れ楽しむ機会を与える。
③　図書館の利用、学術情報利用の方法をﾏｽﾀ
ｰする。

授業計画 １　　大学図書館への招待
２-3　分類の一般理論と分類理論　＊
4  情報の種類
5-6   目録情報とその利用法     ＊
7-8   ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの種類とその利用法
　　　文系理系で分かれ半回講義半回演習
9-10  ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの情報と利用法　　　＊
11-12 参考資料の種々とその利用　＊
13 図書館情報、および図書館の種類と

その機能
　　　　注　＊１回演習

1 図書館と情報化社会
2-3  ﾊﾟｿｺﾝの基本機能と操作　　＊
4 E-mailの使い方　　　　　＊
5 学術情報の使い方
6 情報検索概論　　　　　　＊
7-9  雑誌等情報検索　　　　　＊
10  ﾚﾎﾟｰﾄ作成に向けた説明と演習　　＊
11-13図書情報検索　　　　　　＊
14 総合演習（演習）

　　　　　　注　＊講義と演習
　　　　　　

１　　総論
２　　情報処理理論
3-4 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、情報検索演習　　＊
５　　情報を利用する
６　　新聞を読む
７　　情報を探す
8-9 　学術情報検索　雑誌情報検索　　＊
10  学術情報検索　図書情報検索　　＊
11-12   学術情報検索 ﾃｰﾏ設定による文献検索 ＊
13-14 論文の書き方
15 ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ　学術情報検索論全般について
　　　　　　注　＊演習

1 はじめに　大学図書館のいま
2 金沢大学附属図書館ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ(見学)
3 附属図書館の上手な使い方
4 歴史資料の面白さ
5-6 学術情報の入手と学術情報ｾﾝﾀｰの役割
7 金沢大学所蔵資料の紹介　１
8 科学史研究と図書館
9 美術史研究と図書館
10-11 金沢大学所蔵資料の紹介　２－３
12 医学部分館工学部分館案内
13  図書館の仕事
14  まとめ　電子図書館化をめぐって

テキスト Access.txt-文献調査･利用ｶﾞｲﾄﾞ（京都大学
附属図書館発行）
*大学生と「情報の活用」情報探索入門
(1999.3発行))

大学で役立つ情報検索  (1998発行) 参考書　野口悠紀雄「続「超整理法.時間編」
（中公新書）1995
情報ｱｸｾｽ研究会「現代人のための情報収集
術」青弓社　　1995

図書館職
員

演習を１５名の図書館職員が担当する
（受講生10名に対し1名）

講義と演習に教官の補助として参加する
（受講生50名に対し8名）

担当教官が館長。図書館員は演習の協力
者　（受講生50名に対し　９名）

1,2,5,6,11-13 は図書館が企画、実施し
たもの.演習は講義と演習の２班にし
た(受講者80名に対しのべ18名)

Nacsis ･｢目録情報とその利用法」(5-6週)
文献と情報の所在を突きとめるに於いて
ー学術情報ｾﾝﾀｰの総合目録ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
www検索ｻｰﾋﾞｽでwebcatの説明。演習
課題のｻﾝﾌﾟﾙにwebcatの詳細画面表示
･｢ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの種類とその利用法｣(7-8 週)
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの実例でNACSIS-IRの紹介

8-10「学術情報検索」においてweb-cat
の使用

5-6において学術情報センターの役割


